
　
　
お
詫
び
と
訂
正

　
本
書
『
脇
役
た
ち
の
西
洋
史
』
の
編
集
過
程
で
作
業
ミ
ス
が
あ
り
、
第
1
刷
の
138
頁
末
行
以

下
に
、
脱
落
箇
所
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
読
者
の
み
な
さ
ま
な
ら
び
に
著
者
・
編
者
の
先
生
方
に
多
大
な
る
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
左
記
の
と
お
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　  

　
　
　  （
八
坂
書
房
編
集
部
）

　
　
　
　
　
＊

【
訂
正
内
容
】

■
本
書
138
頁
末
行
、「
…
…
イ
ベ
ン
ト
の
場
と
し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
っ
た
。」
の
あ
と
に
、

改
行
し
て
以
下
の
本
文
を
追
加
（
裏
面
参
照
）。

　
こ
の
結
婚
儀
礼
に
つ
い
て
は
、『
す
ば
ら
し
き
フ
ラ
ン
ド
ル
年
代
記
』
に
そ
の
様
子

が
こ
と
細
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
代
記
の
性
格
に
つ
い
て
、
今
一
度
確
認

し
て
お
こ
う
。『
す
ば
ら
し
き
フ
ラ
ン
ド
ル
年
代
記
』
は
、
一
二
世
紀
に
記
述
が
始
ま

り
、
一
五
世
紀
中
に
リ
ー
ル
周
辺
で
ラ
テ
ン
語
か
ら
フ
ラ
マ
ン
語
訳
が
な
さ
れ
た
と

い
う
フ
ラ
ン
ド
ル
地
域
の
年
代
記
『
フ
ラ
ン
ド
リ
ア
・
ゲ
ネ
ロ
ー
サ
』
を
書
き
継
い

で
い
っ
た
年
代
記
で
あ
っ
た
。
一
五
三
一
年
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
そ
の
決
定
版

と
も
い
え
る
印
刷
版
が
出
版
さ
れ
た
が
、
一
五
世
紀
中
に
製
作
さ
れ
た
写
本
版
も
い

く
つ
か
存
在
し
て
い
る［
◉
図
4
］。『
す
ば
ら
し
き
フ
ラ
ン
ド
ル
年
代
記
』
は
、
一
四
三

六
年
以
降
の
部
分
は
一
四
八
二
年
ま
で
ロ
ー
フ
ェ
レ
に
よ
り
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
後
も
一
五
一
五
年
ま
で
、
ブ
ル
ッ
ヘ
の
修
辞
家
た
ち
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
年
代
記
の
も
と
に
な
っ
た『
フ
ラ
ン
ド
リ
ア
・
ゲ
ネ
ロ
ー
サ
』

は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
地
域
の
君
主
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
事
績
を
年
ご
と
に
記
述
し

て
い
く
形
式
を
と
っ
て
い
た
。『
す
ば
ら
し
き
フ
ラ
ン
ド
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
ロ
ー

フ
ェ
レ
以
降
の
記
述
部
分
も
こ
の
形
式
を
基
本
と
し
た
が
、
彼
ら
の
居
住
地
で
あ
る

ブ
ル
ッ
ヘ
に
関
わ
る
出
来
事
を
中
心
と
し
た
叙
述
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
一
四

六
八
年
の
結
婚
儀
礼
の
叙
述
に
は
、
一
〇
葉
（
二
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この結婚儀礼については、『すばらしきフランドル

年代記』にその様子がこと細かに記述されている。こ

の年代記の性格について、今一度確認しておこう。『す

ばらしきフランドル年代記』は、一二世紀に記述が始

まり、一五世紀中にリール周辺でラテン語からフラマ

ン語訳がなされたというフランドル地域の年代記『フ

ランドリア・ゲネローサ』を書き継いでいった年代記

であった。一五三一年にアントウェルペンでその決定

版ともいえる印刷版が出版されたが、一五世紀中に製

作された写本版もいくつか存在している［◉図4］。『す

ばらしきフランドル年代記』は、一四三六年以降の部

分は一四八二年までローフェレにより記述されている

が、その後も一五一五年まで、ブルッヘの修辞家たち

によって書き継がれていったのである。この年代記の

もとになった『フランドリア・ゲネローサ』は、フラ

ンドル地域の君主であるフランドル伯の事績を年ごと

に記述していく形式をとっていた。『すばらしきフラ

ンドル年代記』におけるローフェレ以降の記述部分も

この形式を基本としたが、彼らの居住地であるブルッ

ヘに関わる出来事を中心とした叙述となっている。と

りわけ一四六八年の結婚儀礼の叙述には、一〇葉（二

◉
─

4   『す
ば

ら
し

き
フ

ラ
ン

ド
ル

年
代

記
』　

15
世

紀
中

の
製

作
と

さ
れ

る
写

本
の

一
つ

結
婚

儀
礼

の
入

市
式

の
あ

と
ブ

ル
ッ

ヘ
の

広
場

で
行

わ
れ

た
貴

族
た

ち
の

馬
上

槍
試

合
の

様
子

が
描

か
れ

て
い

る
。


